全国統一行動の前進に向けたメッセージ

　全国統一行動に結集した全国の組合員の皆さん、自治労中央闘争委員会を代表して、たたかいの決意を申し上げます。

　2012春闘はいよいよヤマ場を迎えます。東日本大震災、さらには依然として高水準にある円相場等の影響により企業業績は悪化しており、民間では、定期昇給の見直しが提案されるなど、例年にも増して厳しい情勢のなかたたかいをすすめています。また、非正規労働者は増え続け、格差拡大に歯止めがかかっていません。格差是正と生活改善のためにも、非正規労働者を含むすべての働くものの安定雇用と労働者への適正な配分が必要不可欠であり、一層の取り組みが求められています。
　自治労も地域の労働運動を積極的に担う立場から、そのたたかいの先頭に立ち、民間の仲間との連帯を強めながら2012春闘の勝利をめざします。

　自治労は今春闘で、①協約締結権の回復を見据え、年間を通じた交渉・協議の基本的なルールなどを労使で確認する取り組みの推進、②人員確保、臨時・非常勤等職員の雇用継続と処遇改善、男女間格差の是正、定年延長の実現、③民間労組・地方連合会等との連携による、公契約条例の制定促進と災害時における公共サービス確保、④民間春闘との共闘の強化と公共サービス民間労働者の労働条件底上げ、を重点課題に取り組むことを決定しました。
　賃金・労働条件の底上げとともに、自治労にとって今春闘は、自律的労使関係・労働基本権の確立にむけ、その決意と覚悟を示し、礎を築くための極めて重要な意味をもつ春闘です。本日、3月9日を中心に全国統一行動を配置し、「労使関係ルールに関する基本要求書」および各種要求に対する妥結結果の協約化・書面化交渉にむけ、すべての単組が交渉に臨んでいます。

　中央においては、公務員連絡会に結集し、国公における給与削減措置の地公への波及を断固として阻止するとともに、3月24日に総務大臣交渉を実施し、春季段階における誠意ある回答を求めます。その上で、公務労協「2012春季生活闘争の推進、民主的な公務員制度改革と労働基本権の確立を求める3.21中央集会」に結集し、大衆行動を背景に、公務員制度改革関連法案の早期成立を迫っていきます。

　すべての働くものの連帯により、すべての労働者の処遇改善の取り組みが大きく実を結ぶよう、また、安心して働くことのできる社会が実現できるよう、最後までたたかう決意を明らかにし、皆さまへの連帯のメッセージといたします。

　ともにたたかいましょう。
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